
水田乗用管理機用鶏ふんペレット散布機

［要約］ディスクペレッタで成型された鶏ふんペレットに対応したスターフィーダ繰り

出しブーム噴管式の水田乗用管理機用散布機を開発した。散布量は、車速連動してお

り、散布幅10ｍで10ａ当たり13 kgから130 kgまでダイアルで設定できる。
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［背景・ねらい］

ペレット状に成型された鶏ふんは、粒状化成肥料に比べ形状が大きく円柱状をしている

うえに、仮比重が小さく成分量も少ないため、大量に散布する必要がある。従来の粒状物

散布機では、繰り出し量が不足するうえ、タンク内でブリッジを起こしてしまう。そこで、

このような鶏ふんペレットに対応した繰り出し散布装置を持つ水田乗用管理機用散布機を

開発する。

［成果の内容・特徴］

１．開発機は、資材タンク、繰り出し装置、空気搬送装置、ブーム噴管からなり、資材タ

ンクのホッパ部の壁面は、ブリッジを起こさないように50°傾斜をつけてある（図１）。

２．繰り出しは２基のスターフィーダ方式で、左右別々に繰り出している。レバー操作で

独立して止めることができる。フィーダ入り口は、幅50 mm、長さ200 mmの長方形である

（図２）。

３．繰り出された資材は、送風機で作られた気流によってブーム噴管へ搬送され、噴管内

及び先端の衝突板により分散散布される（図１）。

４．散布量は、走行速度に連動した市販粒状物散布機の調量方式を利用しており、ダイヤ

ルで設定でき、車速が変化しても散布量は一定に保たれる。

５．供試した鶏ふんペレットの形状特性は、直径5 mmの円柱状で、平均長7.4 mm、安息角

40°、見掛け比重0.66である。

６．繰り出しは、フィーダ入り口に規制板を取り付け有効長を45 mmにしたとき、13 kg～

32 kg/10ａ、規制板なしで30～130 kg/10ａの範囲でタンク内残量に関係なく一定の量で

繰り出される（図３）。

７．横方向分布は、図４のようになり、散布機の中央はやや少なくなるものの、有効散布

幅10mの変動係数は30％であった。

８．タンク容量は380 Ｌで、鶏糞ペレットの場合最大250 kg積載可能である。最大散布量

130 kg/10ａの時、散布面積は約19ａで、長辺100ｍ圃場で往復散布が可能である。

９．乗用管理機（Ｙ式 PV-14H)に散布機を装着して、水稲の追肥作業をおこなった時の能

率は、ほ場作業量52.4ａ/時でほ場作業効率42.5%であった。散布量は、60 kg/10ａの設

定に対し69 kg/10ａであった。

［成果の活用面・留意点］

１．鶏ふんペレットだけでなく、同程度の粒径以下の粒状有機肥料、粒状化成肥料も散布

できる。

２．鶏糞ペレットより仮比重の大きい資材は、250 kg以上積載しない。




